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　令和４年１２月に民生委員・児童委員並びに民生・児童協力委員の改選が行われてから初めての三者連絡会を開催しま
した。（写真は、幕山地区三者連絡会（2/22開催）の様子です）
　三者連絡会とは、民生委員・児童委員、民生・児童協力委員、福祉委員の地域で福祉活動に取り組んでいる三者の情報
共有や研修等を行う場です。今回は、三者の顔合わせをメインとして、三者連絡会の概要や本会の事業（ご近所福祉ネッ
トワーク活動支援事業、さよさよサービス）の紹介、地域包括支援センターから介護保険の申請について説明がありまし
た。情報交換では、民生委員・児童委員の担当地区ごとに分かれたグループでそれぞれに自己紹介をして、本会議の内容
で分からなかったことを確かめたり、地域内の情報を共有したりして関係の構築を図りました。

三者連絡会（1/10～ 3/8  ）開催
まずは、顔の見える関係づくりから
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※詳しくは、下記までお問合せください。 

佐用町社会福祉協議会では、赤い羽根共同募金の配分金を活用し、地域の福祉力を高める活動を支援し、

ボランティアや福祉のこころを育てるために「かがやくまちづくり応援助成事業」を行います。助成を希望

される団体、グループは下記の事項をご確認の上、お申込みください。期日厳守です。 

令和５年５月 31日（水）まで 

佐用町内に活動拠点のある団体及びグループ 

１団体（グループ）５０,０００円を上限とします。 

※但し、当該年度予算の範囲内とします。 

④ その他、地域を元気にする活動で本会会長が認めた活動 

① 交流活動（世代間交流、障がい者（児）との交流、ひとり暮らし高齢者交流、地域住民交流等） 

② 地域を支える人づくり活動（講演会、研修会、学習会、団体の立ち上げに係わる費用等） 

③ ボランティアのこころ、福祉のこころを育てる活動 

申請書に必要事項を記入し、佐用町社会福祉協議会へ提出してください。 

※ 助成事業要綱及び申請書は、本所と各きらめきケアセンターにあります。 

（社協ホームページからもダウンロードできます。） 

〒679-5213  佐用町東徳久 1946  社会福祉法人 佐用町社会福祉協議会 

地域福祉推進係 電話：78-0830 FAX：78-1700 

月 日 曜日 会場 

４月 ２０日 木 佐用町地域福祉センター 

６月 １５日 木 久崎老人福祉センター 

７月 ２０日 木 三日月福祉拠点施設 

９月 ２１日 木 南光地域福祉センター 

１０月 １９日 木 佐用町地域福祉センター 

１２月 ２１日 木 久崎老人福祉センター 

１月 １８日 木 三日月福祉拠点施設 

２月 １５日 木 南光地域福祉センター 

※各相談日：先着 6名（町内の方を優先します） 

時間は１３:００～１５:００（一人２０分間です） 

 

令和５年度福祉相談（無料弁護士相談）の 
日程  

令和５年度の弁護士による福祉相談を右

記の日程で年間 8回開催します。 

 事前申し込みのうえご相談ください。 

＝ 生活での悩みごとや困りごとはありませんか? ＝ 

 

【問い合わせ先】電話 78－0830 

＝ 共同募金配分事業 ＝ 
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▲町の地域福祉計画の基本方針などを説明する講師の小林さん 

3月１０日（金）、上月中学校２年生が福祉

学習で高齢者疑似体験と車いす体験をしま

した。実際に高齢者疑似体験セットを着用す

ることで、身体が動きにくくなり、見え方も

変わります。加齢による身体的な変化（筋力、

視力、聴力などの低下）を知り、高齢者の気

持ちや介護方法について学ぶきっかけにな

りました。 

実際に体験した生徒からは、「身動きが制

限されて、歩くだけでも大変でした」「車イス

の操作が難しく、不安定な道は危険だと感じ

ました」などの感想がありました。 

３月１３日（月）、家族介護者のつどいを開催しま

した。当日は、道の駅奥津温泉で昼食を楽しんだ後、

山田養蜂場みつばち農場で蜜蝋キャンドル作りを体

験しました。みつばちお兄さんと呼ばれている樋上
ひかみ

さ

んから説明を受けながら、参加者の皆さんは「なかな

かうまく（キャンドルの）形ができんなぁ」「デコレ

ーションはハートを作ろう♪」とオリジナルのキャン

ドルを集中して作っておられました。 

参加者からは「また参加したいです」「今回のつど

いも皆さんと楽しい会になりました」などの声もいた

だきました。令和５年度も家族介護者のつどいを６回

実施予定ですので、ご参加ください。（※事前に町へ

申請が必要です） 

▲体験者と介助者のペアで校内を移動 
▲やわらかい蜜蝋をこねて好きな形にデコレーション 



令和５年４月５日発行第２１０号 社協だより　かがやき 6

第２１０号 社協だより　かがやき 令和５年４月５日発行　⑥



令和５年４月５日発行第２１０号 社協だより　かがやき7
⑦　第２１０号 社協だより　かがやき 令和５年４月５日発行



令和５年４月５日発行第２１０号 社協だより　かがやき 8


